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●  おもな内容  ●

　

最
近
流
行
り
の
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と

は
「
標
本
」
と
い
う
意
味
で
、
空
ビ
ン
な

ど
の
容
器
に
草
花
な
ど
の
好
き
な
物
を
入

れ
、
オ
イ
ル
を
流
し
入
れ
た
も
の
を
い
い

ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
や
贈
り
物
と
し
て
、

と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。（
本
誌
前
号
で

も
特
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）今
回

の
ス
マ
イ
ル
さ
ん
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
た
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
の
企

画
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　

当
社
協
で
は
、
市
内
在
住
の
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
社
会
参
加
と
余
暇
活

動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
趣

味
教
室
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
企
画
し
た
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
」
は
、

講
師
に
出
張
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー

‥

ス
マ
イ

ル
ハ
ー
ト
の
鎌
倉 
ゆ
か
里
先
生
を
お
招

き
し
、
５
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
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し
た
。
他
の
色
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
外
か
ら

の
見
え
方
も
考
え
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り

の
お
花
や
草
木
の
中
か
ら
ビ
ン
に
入
れ
た

い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
を
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。」と
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
社
協
で
は
、
今
後
も
料
理
教
室
や
モ

ザ
イ
ク
タ
イ
ル
教
室
等
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
教
室
」

第１ ０１号

　１面　スマイルさん

　２面　新しい役員体制が決まりました

３・４面　平成30年度社協事業報告

　５面　ちょっといいお話

　６面　ヨーグルトパックのプランター

　７面　おマメで８コマ劇場・おマメでクイズ

　８面　おマメの部屋

趣
味
教
室
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
面

「
お
マ
メ
の
部
屋
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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理　事　名　簿理　事　名　簿

氏　名所属及び役職名氏　名所属及び役職名

武分　祥子識見を有する者理 事中島武津雄識見を有する者会　 長

林　　郁夫識見を有する者〃原　　　久識見を有する者副 会 長

大沢　和博飯田市社協施設長等〃何原　真弓識見を有する者副 会 長

中村　重信飯田市社協施設長等〃三浦　伸一識見を有する者常務理事

監　事　名　簿横田　貴子橋南まちづくり委員会健康福祉委員会 地域福祉部長理 事

氏　　名椎名　佑平飯田市民生児童委員協議会 会長〃

安静　章雄小林　　弘飯田市健康福祉部 福祉課長〃

原　　重一小木曽恵子識見を有する者〃

　飯田市社会福祉協議会では令和元年６月２６日付けで中島武津雄会長が再任となりました。また、新

たな理事を迎え、新役員体制で「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めてまいります。

　社協に対するご意見やご要望など、事業所の
職員に言いづらい場合は、公平な立場で相談を
受ける「第三者委員」にご連絡ください。

新第三者委員

受付：9：00～17：00

連絡先氏　名

080−5144−7582古　田　數　馬

080−5144−7583増　澤　ヨシ子

080−5144−7584平　沢　暁　子

役　員　体　制
（任期：令和元年６月２６日～令和３年６月開催予定の定時評議員会の終結の時まで）

新しい役員体制が決まりまし新しい役員体制が決まりましたた

～新任役員をご紹介します～

　

こ
の
度
、
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
に
お
い
て
、
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
何
原
真
弓
で
す
。
長
き
に
わ
た
り
、

看
護
師
と
し
て
病
院
に
勤
務
し
て
お
り

ま
し
た
。
４
年
前
、
社
協
理
事
と
し
て
地

域
社
会
の
福
祉
、
生
活
の
切
実
な
課
題
に

直
面
し
た
と
き
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
重
大
さ
に
愕
然

と
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
、
県
が
目
指
す
健
康
長
寿
世
界
一
の
信
州
等
、
様
々

な
課
題
が
山
積
す
る
中
、
地
域
住
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
自
身
や
ご
家
族
、

さ
ら
に
は
周
囲
の
人
々
に
も
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
在
り
方

を
模
索
し
な
が
ら
、
社
協
と
い
う
組
織
、
社
協
が
担
う
事
業
に
つ
い
て
、

皆
様
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
任
者
は
、「
地
域
住
民
の
た
め
の
社
協
、
地
域
住
民
の
拠
り
所
と
し
て

の
社
協
」
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
前
任
者
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副会長

 何原 　
いずはら

 真弓 
まゆみ

　

こ
の
度
、
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
三
浦
伸
一
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

社
会
福
祉
分
野
で
の
知
識
と
経
験
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
担
当
業
務
に
つ
い
て
、

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
に
改
元
さ
れ
て
も
、
地
域
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
複
雑
・
多
様
化
の
流
れ
は
さ
ら
に
進
む
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
新
た
に
生

活
困
窮
者
や
ひ
き
こ
も
り
支
援
、
８
０
５
０
問
題
や
児
童
虐
待
な
ど
の
複

合
的
な
生
活
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

飯
田
市
社
協
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
住
民
主
体
の
活
動
に
基
づ
き
、

地
域
を
基
盤
に
し
て
解
決
に
つ
な
げ
る
支
援
や
介
護
保
険
事
業
を
実
践

し
、
住
民
が
必
要
と
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
、
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
関
係
す
る
皆
様
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
社
協
の
使

命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

常務理事

 三浦 　 伸一 
みうら しんいち
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障がい者支援事業
第4回障がい者文化芸術作品展

（11/6～11：飯田市美術博物館市民ギャラリー）
　市内で文化芸術活動に取り組む障がいのある方から
109点の作品を出展していただき、318名と多くの市民の
皆様にご来場いただきました。また、表彰実行委員会を組
織して5点の作品に対
して表彰を行い、受賞作
品は勤労者福祉セン
ターや飯田市役所での
特別展示として鑑賞し
ていただきました。

高校生ボランティアワークキャンプ事業
（7/29～31：飯田市上村地区・南信濃地区）

　飯田下伊那の高校生8名が夏休みを利用して、飯田市上
村地区・南信濃地区での2泊3日合宿型ボランティア活動
を実施しました。独居高齢者のお宅へ訪問しての掃除等
ボランティア活動や福祉施設への訪問などを通して、遠山
地区の地域福祉課題について学びました。また、有志の住
民による課題検討の会議
にも参加させていただ
き、参加高校生が自分た
ちで考えた課題解決に向
けたアイデアを提案する
ことができました。

　平成３０年度においては、住民の皆様や関係機関のご協力のもと、各種事業ともおおむね良好に実施でき、地域福
祉の向上と介護サービスの充実を図ることができました。

実　施　内　容地域福祉活動部門

・地域福祉コーディネーターによる、地域における見守り支え合い活動（住民支え合いマップ・ふれあいサロン
等）の取り組みを支援しました。

・地域支え合い活動に対する経費の助成（市内２０地区で計５４事業）、地域福祉活動についての学習会（市内２０地
区で全３１回）を実施しました。

・地域福祉についての理解を深める目的で、地域福祉活動推進研修会を実施しました。
　（１１/１７鼎文化センターにて、来場者数２０１名）

地域支え合い活動推進事業

・８８歳・１００歳・長寿上位３名の敬老祝賀訪問を実施しました。（対象者数８５９名）
・家庭介護者交流事業（在宅介護者の慰労）実施地区への助成を行いました。
　（市内１７地区で全３２回実施）
・わたの実会（認知症の人と家族の会）への支援を行いました。（事務局）

長寿社会事業

・地域のボランティアの方が運転手となり、福祉車両等を使用して高齢者や障がい者への移動支援を行いました。
　（市内１０地区にて実施、のべ利用者数２,４２６名、のべ利用回数４,２９２回）

福祉有償移送サービス事業

・食事の用意が難しい高齢者の方が、自宅での食生活を維持していけるよう、安否確認を兼ねた定期的なお弁当
の配達を、地域のボランティアの方のご協力により実施しました。（のべ配食数８,１７３食）

配食サービス事業

・地域住民が主体となって行う介護予防教室（通所型サービスB事業）の立ち上げと運営支援（市内１０地区１４会
場で実施）、また運営に携わる介護予防サポーターを養成しました。（受講修了者数１８名）

地域介護予防活動推進事業

・日常生活における心配ごとや困りごとの相談対応を行いました。
　（相談のべ件数：一般心配ごと相談１２７件、特別心配ごと相談１９９件、法律相談１１３件）

総合相談事業

・年間を通じて各地区の結婚相談員と連携した相談支援を行い、婚活パーティー・セミナー・お見合い等を実施
し、多くの皆様にご参加いただきました。（カップル成立数８７組、結婚成立者数１５名）

結婚相談事業

・寄付金品の受け入れを行い、地域福祉事業等へ活用させていただきました。善意銀行事業

・低所得者の自立促進を目的とした貸付を行いました。（貸付件数４８件）資金貸付事業

・判断能力が十分でない方への、福祉サービス利用や日常的な金銭管理の支援を行いました。（相談援助件数１３,１８５件）
・いいだ成年後見支援センターと連携した相談支援を行いました。

福祉サービス利用援助事業
（日常生活自立支援事業）

・子育て支援や高齢者の生活支援を求める声に応じて、協力会員さんによる依頼会員さんへの支援をコーディネートしました。
・生活支援では、移動＋買い物といったニーズに合わせ、福祉有償移送サービス事業と連携した支援を試行実施できました。
・遠山地域単独で生活支援協力会員養成講座を開催し、圏域での事業展開を図ることができました。
　（協力会員活動回数：子育て支援５８２回、生活支援１,２６９回）

ファミリーサポートセン
ター事業

・ボランティアコーディネーターによる活動紹介や支援を行いました。
・福祉教育（高校生ボランティアワークキャンプ事業、出前福祉講座、サマーチャレンジボランティア、高校
生ボランティアまごの手活動）の推進を図りました。

・各種技能講座（点訳・手話・要約筆記・音訳・傾聴）の実施を通して、ボランティアの養成とスキルアップを図りました。
・災害支援事業（ベルマーク収集による支援活動、災害救援ボランティアコーディネーターの養成）を実施しました。

ボランティアセンター活
動事業

・障がい者の社会参加促進（料理教室、各種趣味教室、文化芸術作品展）と、障がい者の活動体験（車いすバス
ケットボール教室、パン作り教室）を行いました。

障がい者支援事業

・多くの皆様の温かいご協力によりご寄付いただいた募金を、高齢者、障がい児・者、児童・青少年、地域やボ
ランティア団体への福祉活動に配分させていただきました。（目標額１４,２００,０００円、募金額１４,４４４,８３２円）

赤い羽根共同募金事業

実　施　内　容飯田市生活就労支援センター部門

・生活困窮者自立支援法に基づき、生活や就労・経済的な困りごとに対して、社会資源や地域の情報を共有しな
がら、関連機関と連携した相談支援を行いました。（相談者総数１,７９６名、相談のべ件数８,１３４件）
・関連機関との連携や地域資源を有効に使うための情報共有を目的に、「まいさぽ飯田ネットワーク会議」を開
催しました。（参加者数１６３名）

生活就労支援センター事業
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預託内容／金額預　託　者　名

23,345円地域福祉のために飯田信用金庫職員会青年部

34,300円地域福祉のために南信三菱自動車販売株式会社

10,000円地域福祉のために石田 勝幸

15,741円地域福祉のために金光教飯田教会信徒会

213,981円地域福祉のためにユニー㈱小さな善意で愛の輪運動　アピタ飯田店

9,000円地域福祉のために飯田市ボランティアセンター

93,627円地域福祉のために表千家同門会長野県支部青年部飯田地区

144,100円地域福祉のために長野県労働金庫飯田支店運営委員会

車いす1台北部デイへ「小さな親切」運動飯田支部

りんご　5kg×50箱市内福祉施設へシチズン時計マニュファクチャリング㈱飯田工場

手作りはんてん　30枚市内在宅高齢者へ大場 君江

糀味噌　48Kg市内福祉施設へ丸昌稲垣株式会社
りんご10kg×30箱・

りんごジュース6本入り×30箱市内福祉施設へ三菱電機㈱中津川製作所飯田工場

食料790.5Kg風越寮・おさひめチャイルドキャンプへ株式会社おさひめコーポレーション　カーブス事業部

タオル5箱・古切手市内福祉施設・地域福祉へ伊賀良ボランティアグループ

春の歌まつりチケット16枚市内福祉施設へエース企画

液晶テレビ2台・換気扇2台風越寮へ三菱電機株式会社中津川製作所飯田工場

善意銀行 ～あなたと福祉をつなぐ窓口銀行～
尊い善意に基づいて提供してくださる「金銭」「物品」を、支援を必要とする方々のために活用させていただいています。

あたたかなご厚意に感謝いたします
平成３０年１１月１日～平成３１年３月３１日の間にお寄せいただきました善意をご紹介します（順不同・敬称略）。

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

実　施　内　容いいだ成年後見支援センター部門
・研修会や出前講座等を通した成年後見制度の普及・啓発を行いました。（研修会参加者数のべ１４０名、出前講座５回実施）
・関係機関と連携した個別相談支援と法人後見業務を行いました。
　（相談対応件数１,０６０件、法人後見受任数１８件、法人後見対応件数６,６４９件）

成年後見支援センター事業

実　施　内　容地域包括支援センター部門

・高齢者の総合相談窓口および「介護予防・日常生活支援総合事業」利用についての相談対応を行いました。
　（初回相談件数１,８３０件、継続相談件数１,２０６件）
・地域へ出向いての相談窓口「出張おマメで相談室」を11地区１３会場で開催しました。
・おマメで劇団による寸劇の上演を行い、消費者被害防止等の啓発活動を行いました。
・地域包括ケアシステムの構築に向け、個別ケア会議を年間３６回開催しました。また、「日常生活圏域地域ケア
会議」を３地区で開催しました。

・「介護予防サポーター養成講座」を３回開催し、「サポーターフォロー講座」を１回開催しました。

地域包括支援センター事業
（いいだ・かなえ・かわじ・
南信濃）

実　施　内　容介護保険部門

・ご利用者様が適切なサービスを受けられるよう、地域包括支援センターやいいだ成年後見支援センター、まい
さぽ飯田等とも連携し、ご自宅で望む生活が送れるようなケアプランの作成に努めました。

・切れ目なく適切できめ細かい支援が行えるよう、夜間の携帯電話対応や関係機関・病院・各事業所との連携に努めました。

居宅介護支援事業
（ケアマネジャー）

・ご利用者様・ご家族に寄り添い、関係機関と連携しながら安心・安全なサービスに努めました。
・ご利用者様の残存機能を生かした個別の方法で入浴介助を行い、季節を感じるイベントを計画するなど、ご利
用者様の笑顔を引き出せる工夫を行いました。

・在宅での看取りを希望されるご利用者様の受け入れも行いました。

訪問入浴サービス事業

・ケアプランに沿った自立支援・重度化防止に資するサービス提供を行い、在宅生活が継続できるようご利用者
様のニーズに合わせた支援を行いました。

・介護事故防止のための職員研修を行い、知識や技術の習得を図りました。
・障害福祉サービスや飯田市の委託事業・保険外事業にも対応しました。

訪問介護事業（ヘルパー）

・ご利用者様に添った個別ケアができるよう、ご家族との連絡やケアマネジャーとの連携を密に図りました。
・自立支援・重度化防止の取り組みとして、身体・生活機能、認知症予防のプログラム等を実施しました。
・専門職間にてサービス内容やヒヤリハットの情報共有を行い、サービス提供の質の向上につなげました。

通所介護事業
（デイサービス）

・安全、安心できるサービスの提供を目標に個別ケアを重視し、ご利用者様にとって心地良い生活が送れるよう
取り組みました。また介護事故防止や感染症予防については、職員間で意識を高め蔓延防止に努めました。

・職員研修の実施や介護機器説明会等への参加を通して、ご利用者様へのサービスの質の向上や安全確保に努めました。
・地域の皆様への配食サービス提供（飯田荘・遠山荘）やボランティアの受け入れ等、地域に開かれた施設を目
指しました。

介護老人福祉施設事業
（飯田荘・第二飯田荘・遠
山荘）
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が
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「
秘
策
を
考
え
る
」　

※まめのひとり言は、編集委員会へ届いたみなさんの声でつくられています。

人
生
一
〇
〇
年
と
い
わ
れ
る
時
代
、
健

康
長
寿
は
誰
も
が
願
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
は
、
六
十
歳
頃
か
ら
骨
・
筋
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を
鍛
え
る
と
と
も
に
、
転
ば
な
い
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
し
て
骨
折
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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　新しい年になって早くも半年が過ぎました。今年も暑い夏がやってきます！暑さで弱ってしまうことも

あるかと思いますが、そんなときは無理のない程度に体を動かしましょう。

　今回は、使用済のヨーグルトパックを使ったお手軽プランターの作り方をご紹介します。暑さに負けずに

咲いている花を飾って、元気を分けてもらいましょう外

●ここに注目!

・牛乳パックや紙パックのジュースの容器も使えますので、ヨーグルトのパック以外にも使用できそう
なものを探してみましょう。液体が染み出さないものであれば大丈夫です。身近にあるものを思い出
してください。
・容器と植えるもののバランスや、きれいに見える角度を考えて植えてみましょう。ミニトマトや二十
日大根などの野菜にも挑戦してみましょう。

準備品

・水抜き穴を開けるハサミや千枚通し
（なければボールペンの先でも開けられます）

・ヨーグルトの空き容器、牛乳パックや小さなジュース
のパックなど

・土
・植えたい花、まきたい種
　（挿し木のポットとしても使えます）
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　相手が話したいことや伝えたいことを、受けとめて聴

くためのスキルを学びます。日常での会話やコミュニ

ケーションにも役立ち

ます。１０月頃に全５回

の日程で、開講予定で

す。詳細は次号または、

ホームページにてお知

らせします！

各情報の申し込み・お問い合わせは…
　　飯田市社会福祉協議会

（飯田市ボランティアセンター）
　　電話　　0265－53－3182
　　ＦＡＸ　0265－53－3183
　　ＨＰ　　http://www.iidashakyo.or.jp

飯田パペットクラブさんは平成４年に発足しまし

た。飯田下伊那地区より現在８名の会員の皆さんが

月に１回集まって、お互いの芸を磨いています。芸

達者な方が多く、腹話術をはじめ、マジック・南京

玉すだれ・ガマの油売り・ウクレレ漫談・歌謡講

釈・懐メロ・ものまね等、多彩な演目があり、とて

も好評です。主には、高齢者施設・老人クラブ・地

域のイベント等を中心に様々な芸を披露しておられます。

演芸のご依頼については、飯田市ボランティ

アセンターまでお問い合わせください。あわせ

て、飯田パペットクラブさんでは一緒に活動で

きる仲間も随時募集しています！定年後の社会

貢献・地域貢献として、芸を磨いてみませんか？

666666666666666666666/////////////////////6/1111111111111111111111（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土（土））））））））））））））））））））））ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアはははははははははははははははははははははじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめててててててててててててててててててててて講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座ををををををををををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施しししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままボランティアはじめて講座を実施しまししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！た！
　ボランティアの基礎知識についての確認と適性診断を

行い、自分にできるボランティアを発見しました。早速

興味のあるボラン

ティア活動に参加さ

れた方もおられ、本講

座が活動のきっかけ

づくりとなりました。

（参加者４名）

～各種教室・講座・事業のご報告・ご案内～

傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾傾聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回傾聴ボランティア入門講座（全５回））））））））））））））））））））））

モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月333333333333333333333111111111111111111111日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土）））））））））））））））））））））開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予モザイクタイル教室８月31日（土）開催予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
　第３回の趣味教室はモザイクタイルでリースを作りま

す。好きな色を組み合わせて、オリジナルリースを作り

ましょう！

・時間：１３：３０～１５：００

・定員：１０名程度

・参加費：８００円

・場所：飯田リフォームセンター

　　 （飯田市高羽町４丁目４−１８）

・講師：ハミングバードさん

　※現地集合・現地解散です。
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――９月２３日～２９日開催――

　今年度も障がい者文化芸術作品展を開催します。例年

より開催時期が少し早いので、お早めにご準備をお願い

いたします。詳しくは、社協ホームページに掲載してあ

る「募集要項」をご確認ください。

「まめボラ」
（ベルマーク仕分けボランティア）

場所：さんとぴあ飯田２階
　　　ボランティアルーム
日時：７月２６日（金）・２７日（土）
　　　８月２３日（金）・２４日（土）
　　　９月２７日（金）・２８日（土）
　　　金曜日 １３：３０ ～ １６：３０
　　　土曜日　９：００ ～ １２：００

完成するとこんな感じ？？

ボランティアさんに聞きました! !


